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１．はじめに

関東平野の北西内陸部は日本一暑い（気温が高い）

と言われ，なぜそこはほかの地域よりも暑いのかとい

う質問を，インターネット上でよく見かける．この解

答として，例えば熊谷地方気象台（2017）（以下，熊

谷2017）は「昼間にふく，南よりの風が，東京などの

大きな都市をとおってくる間に，どんどんあたためら

れて，熊谷付近に来たときには，とても熱い風となっ

て気温を上げます」と述べている（第１図）．この説

明は，東京の中心部（以下，都心）などを通過する間

に都市による熱で暖まった熱風が，都心よりも，さら

には日本一に，熊谷の気温を押し上げる原因であると

誤解させないだろうか．

熊谷2017が言う「太平洋高気圧におおわれる夏」は

よく晴れて，日射を受けた陸は海に比べて暖まりやす

く，海陸間に生じた温度差（気圧差）を解消するため

に冷涼な海風が吹く．この海風が陸上を移流する間

に，高温になった陸面や都市に起因する熱で暖められ

るのは当然である（例えば大和ほか 2011）．しかし，

その昇温を考慮しても海風が吹く限りは，標高の低い

平野内であれば，海から遠い内陸のほうがもとから気

温は高い．すなわち，都心の熱があろうがなかろう

が，熊谷の気温は都心よりも高いのが自然であり，日

本一広い関東平野の地勢から日本一高くなることもあ

り得る．

第１図の背景には，熊谷は“都心よりも暑い”より

も“昔よりも暑い”理由を説明したいという思いがあ

るのだろうか．それなら改めて説明するまでもなく，

近年の地球温暖化や都市化によって，多くの場所で昔

よりも気温は上昇しているはずである．ところが，関

東平野内陸部や山梨県には，気温の夏季午後の経年上

昇率がほかの地域よりも大きいという事実があるらし

い（Fujibe1994，2003；藤部 1998）．そうなると第

１図は，地球温暖化などによる昇温に加えて，都心を

通過した南寄りの風が関与する昇温があることを示し

たいとも考えられるが，素直に読み取れない図であ

り，説明である．

この原稿は“都心よりも暑い”を主眼に，都心の熱

がなくても内陸の気温は高くなること，都心の熱が

あっても，たとえ昔よりも暖まっていても南寄りの風

は冷却の方向に働いている可能性が大きいことを，ア

メダスデータを使って示す．なお，“昔よりも一層暑

い”内陸部の気温の経年上昇率は議論するほど資料が

ないので，筆者の考えを述べるにとどめたい．

２．対象日

第１図のような南寄りの風が吹く場合を考える．関

2017年９月 9

（海風；冷却効果；体感温度；赤外放射)

海から遠いから内陸は暑い

―本当に暑いのは都心かも―

中 西 幹 郎

Mikio NAKANISHI，防衛大学校地球海洋学科．

naka＠nda.ac.jp
Ⓒ 2017 日本気象学会

第１図 熊谷の気温が上昇する説明図．熊谷地方
気象台（2017）より引用．
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記者会見資料 
平成 23 年 7 月 21 日 
筑  波  大  学 

 
日本が最も暑かった日－2007 年 8月 16日の熊谷猛暑40.9℃の要因解明（新説） 

 
 発表者 筑波大学計算科学研究センター 准教授     日下 博幸 
     大学院生命環境科学研究科（博士後期課程）地球環境科学専攻 2 年 髙根 雄也 
 
 
ポイント 

・2007 年 8 月 16 日、埼玉県熊谷市で日本の観測史上最高気温となる 40.9℃を記録しました。 
・この要因は、断熱昇温によるフェーン現象「力学的フェーン」であると一般的には考えられ

ていました。 
・しかしながら、筑波大学計算科学研究センターの日下博幸研究室に所属する髙根雄也大学院

生（大学院生命環境科学研究科（博士後期課程）地球環境科学専攻 2 年）が、熊谷猛暑のメカ

ニズム解明に取り組んだ結果、力学的フェーンとは異なる、おもに 3 つのメカニズムによって

記録的な猛暑となったことがわかりました。 
・①フェーンに類似しているが、それとは異なるタイプの山越え気流の現象（foehn-like wind）
が発生していた。②前日までの連続した晴天が、このフェーンに似た現象を強めていた。③こ

のフェーンに似た風が、東京湾や相模湾からの海風と「収束線」を形成していた。 
 
概要 

 筑波大学の髙根雄也大学院生（大学院生命環境科学研究科（博士後期課程）地球環境科学専攻 2
年）と、筑波大学計算科学研究センターの日下博幸准教授は、2007 年 8 月 16 日に熊谷猛暑＊1が起

こったメカニズムについて新説を提案しました。 
 2007 年 8 月 16 日の 14 時 42 分、埼玉県熊谷市で日本の観測史上最高気温となる 40.9℃を記録

しました。この熊谷猛暑は、これまで、上空の空気塊の断熱圧縮によって風下側の地上付近の気温

上昇がもたらされる「力学的フェーン」が主な要因と考えられていました。 
 しかし髙根大学院生らは、この熊谷猛暑を引き起こした主要因は、力学的フェーンではなく、フ

ェーンに類似しているものの、それとは異なる山越え気流の現象（foehn-like wind）であるという、

従来とは異なる説を提唱しました。さらには、この猛暑が発生する前に晴天日が続いていたこと、

フェーンに似た風が東京湾・相模湾海風と「収束線」を形成していたことも重要な要因となったこ

とをつきとめました。これらは、過去 11 年間の観測データを用いた統計解析や領域気象モデルと、

筑波大学計算科学研究センターのスーパーコンピュータ「T2K-Tsukuba」を使った数値実験によっ

て明らかになりました。 
 この研究成果は、米国気象学会の学術誌「Journal of Applied Meteorology and Climatology」に

受理され、現在、同学会のウエブサイトに掲載されています。 
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記者会見資料 
平成 23 年 7 月 21 日 
筑  波  大  学 

 
日本が最も暑かった日－2007 年 8月 16日の熊谷猛暑40.9℃の要因解明（新説） 

 
 発表者 筑波大学計算科学研究センター 准教授     日下 博幸 
     大学院生命環境科学研究科（博士後期課程）地球環境科学専攻 2 年 髙根 雄也 
 
 
ポイント 

・2007 年 8 月 16 日、埼玉県熊谷市で日本の観測史上最高気温となる 40.9℃を記録しました。 
・この要因は、断熱昇温によるフェーン現象「力学的フェーン」であると一般的には考えられ

ていました。 
・しかしながら、筑波大学計算科学研究センターの日下博幸研究室に所属する髙根雄也大学院

生（大学院生命環境科学研究科（博士後期課程）地球環境科学専攻 2 年）が、熊谷猛暑のメカ

ニズム解明に取り組んだ結果、力学的フェーンとは異なる、おもに 3 つのメカニズムによって

記録的な猛暑となったことがわかりました。 
・①フェーンに類似しているが、それとは異なるタイプの山越え気流の現象（foehn-like wind）
が発生していた。②前日までの連続した晴天が、このフェーンに似た現象を強めていた。③こ

のフェーンに似た風が、東京湾や相模湾からの海風と「収束線」を形成していた。 
 
概要 

 筑波大学の髙根雄也大学院生（大学院生命環境科学研究科（博士後期課程）地球環境科学専攻 2
年）と、筑波大学計算科学研究センターの日下博幸准教授は、2007 年 8 月 16 日に熊谷猛暑＊1が起

こったメカニズムについて新説を提案しました。 
 2007 年 8 月 16 日の 14 時 42 分、埼玉県熊谷市で日本の観測史上最高気温となる 40.9℃を記録

しました。この熊谷猛暑は、これまで、上空の空気塊の断熱圧縮によって風下側の地上付近の気温

上昇がもたらされる「力学的フェーン」が主な要因と考えられていました。 
 しかし髙根大学院生らは、この熊谷猛暑を引き起こした主要因は、力学的フェーンではなく、フ

ェーンに類似しているものの、それとは異なる山越え気流の現象（foehn-like wind）であるという、

従来とは異なる説を提唱しました。さらには、この猛暑が発生する前に晴天日が続いていたこと、

フェーンに似た風が東京湾・相模湾海風と「収束線」を形成していたことも重要な要因となったこ

とをつきとめました。これらは、過去 11 年間の観測データを用いた統計解析や領域気象モデルと、

筑波大学計算科学研究センターのスーパーコンピュータ「T2K-Tsukuba」を使った数値実験によっ

て明らかになりました。 
 この研究成果は、米国気象学会の学術誌「Journal of Applied Meteorology and Climatology」に

受理され、現在、同学会のウエブサイトに掲載されています。 
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Factors causing climatologically high temperatures in a
hottest city in Japan: a multi-scale analysis of Tajimi
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ABSTRACT: In this study, multi-scale climatological features of extreme high temperature (EHT) events in Tajimi, the
hottest cities in Japan, were investigated using observational data collected by the Japan Meteorological Agency over the
past 23 years, and original data observed by the authors over the last 3 years. Results revealed the background factors that
lead to climatologically high temperatures in Tajimi: the occurrence of a characteristic pressure pattern called ‘whale’: the
synoptic-scale factors, and the urbanization of Tajimi: the meso-!-scale factors. In addition, the high temperatures measured
in Tajimi are affected by the foehn-like westerly airflow coming from the mountains located in the northwest/west towards the
Nobi Plain where Tajimi is located at the east end: the meso-"-scale factors, and the location of the Tajimi observation site,
which is within an urbanized area where the highest temperatures tend to be observed: the micro-scale factors. In contrast,
statistical analysis demonstrated that the small-scale basin effects and soil dryness around Tajimi were of lesser importance
than aforementioned factors, in the occurrence of EHT events in Tajimi.
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1. Introduction

Extreme high temperature (EHT) events relating to climate
change have become a social problem, because such events
have a significant impact on human health, agriculture,
and energy demands. Numerous impact assessment studies
have been conducted to investigate the effects of such
events on human activity (De Bono et al., 2004; Ciais
et al., 2005; IPCC, 2014).

EHT events are generally known to be triggered
by multi-scale factors at global, synoptic, meso-, and
micro-scales. From a global-scale perspective, Schär et al.
(2004) and Beniston (2004) showed that the European
warm anomaly during the summer of 2003 was statistically
unusual at three times the standard deviation, and that the
anomaly was related to a deep tropospheric phenomenon
(Chase et al., 2006). Looking from the synoptic-scale
standpoint, Black et al. (2004) and Fink et al. (2004)
stated that anticyclonic synoptic weather during the

* Correspondence to: Y. Takane, Environmental Management Research
Institute, National Institute of Advanced Industrial Science and Tech-
nology, 16-1 Onogawa, Tsukuba, Ibaraki 305-8569, Japan. E-mail:
takane.yuya@aist.go.jp

†Current affiliation: Japan Weather Association, Tokyo, Japan.
‡Current affiliation: City of Yokohama, Japan.
§Current affiliation: Mitsui Consultants Co., Ltd., Tokyo, Japan.
¶Current affiliation: NHK Enterprises, Inc., Tokyo, Japan.

summer of 2003 caused dry conditions, which contin-
uously reduced soil moisture content. This dry surface
condition contributed to the high temperatures in Europe
during the summer of 2003, enhancing the surface sensible
heat flux. Takane et al. (2013) showed that the inflow of
sensible heat transported by synoptic-scale winds from
the Tropics under a typical summer pressure pattern in
Japan is one of the factors causing meso-scale high tem-
peratures in the Osaka and Kyoto urban areas. Urban heat
islands (UHI) in the metropolitan areas (Grossman-Clarke
et al., 2010; Li and Bou-Zeid, 2013), and foehn winds
associated with airflow over the mountains (Takane and
Kusaka, 2011; Takane et al., 2015), have been classified
as meso-scale factors. Deteriorated ventilation due to the
construction of buildings, tree growth, and other effects
on the localized temperature increase around observation
sites [the ‘Hidamari (suntrap) effect’] have been suggested
by Kondo (http://www.asahi-net.or.jp/~RK7J-KNDU/)
(in Japanese) as micro-scale factors.

Record-breaking EHT events have occurred in vari-
ous areas of Japan, and the factors contributing to these
events have been investigated from mainly synoptic and
meso-scale viewpoints. For instance, Yamagata City,
located in the Tohoku region (Figure 1(a)), recorded a
high temperature of 40.8 ∘C on 25 July 1933, breaking the
highest daily maximum temperature previously recorded.
It has been demonstrated that the meso-scale foehn

© 2016 The Authors. International Journal of Climatology published by John Wiley & Sons Ltd on behalf of the Royal Meteorological Society.
This is an open access article under the terms of the Creative Commons Attribution-NonCommercial-NoDerivs License, which permits use and
distribution in any medium, provided the original work is properly cited, the use is non-commercial and no modifications or adaptations are made.

������������
�

１．はじめに

近年，日本において夏季の日最高気温は上昇してお

り（藤部2004；Fujibe2009），2010年の夏季における

平均気温は，統計が開始された1946年以来，最も高く

なった（気象庁 2010）．夏季の高温現象は，熱中症等

の健康被害にも繋がるため社会問題となっている．

2007年８月16日には，岐阜県多治見市のアメダスに

おいて，埼玉県熊谷市と並ぶ当時の国内最高気温

40.9℃が記録された．2006年には37℃以上の日数が全

国最多となり，多治見市は「日本一暑い町」として知

られるようになった．多治見市を含む東海地方は関

東，近畿と並んで極端な高温が現れやすい地域の１つ

である（藤部 2004）．名古屋や岐阜を中心に，濃尾平

野の高温発生についてフェーン現象との関係性が古く

から調べられてきた（例えば，安井 1966；鬼頭

1986；由比1988；吉村1995）．近年では，多治見市に

おける高温の要因解明のために，多治見市内の気温実

態調査が行われてきている．例えば，多治見市民有志

と多治見市環境課は「多治見の気温をはかる会」を立

ち上げ，これまで精力的な調査を行っている（吉田

2013）．彼らは，多治見市内の水田作付面積の減少が

気温上昇の一因であることを示した．また，大和田ほ

か（2010）は多治見市内で気温の移動観測と定点観測

を行い，市街地を中心に気温分布が同心円状になって

いることを明らかにした．髙根ほか（2013）は，小規

模盆地の内側に位置する多治見市と外側に位置する愛

知県春日井市において，気温と湿球黒球温度WBGT

の観測を行った．観測の結果，多治見市で観測された

日最高WBGTは，春日井市に比べて高いことが分

かった．ただし，これらの観測は数日間に限られてお

り，多治見市の気温分布の実態を明らかにするために

は，更なる調査が必要である．

2014年１月 23

〔短 報〕 ： （ヒートアイランド；地上気象観測)

夏季における岐阜県多治見市の気温分布調査

岡 田 牧 ・日 下 博 幸 ・髙 木 美 彩 ・阿 部 紫 織

髙 根 雄 也 ・冨 士 友紀乃 ・永 井 徹

要 旨

2010年当時の国内最高気温40.9℃が記録された岐阜県多治見市における夏季の気温分布を調べるために，2010年

８月に多治見市並びに愛知県春日井市の学校及び公園に計15台の気温計を設置した．月平均気温の空間分布から，

盆地底に位置する多治見市中心部ほど気温の高い様子が示された．また，日最高気温35℃以上の日数（猛暑日数）

と日最低気温が25℃以上の日数（熱帯夜数）についても，多治見市中心部で最も多かった．更に，日最低気温が現

れやすい早朝の気温分布においても，多治見市中心部ほど気温が高かった．夜間の盆地底は冷気層の形成によりそ

の周囲よりも低温になりやすい．しかしながら気温が下がりにくかったという結果から，多治見市の日最低気温の

形成に多治見市の都市化が影響していることが推察された．

(連絡責任著者）筑波大学大学院生命環境科学研究

科．mokada＠geoenv.tsukuba.ac.jp
筑波大学計算科学研究センター．

筑波大学大学院生命環境科学研究科（現：横浜市環

境創造局）．

筑波大学生命環境学群地球学類（現：第一航業株式

会社）．

独立行政法人産業技術総合研究所．

多治見市役所環境課．

―2013年５月16日受領―

―2013年10月25日受理―

Ⓒ 2014 日本気象学会

 ̶ 14 ̶

岐阜県多治見市における夏季晴天日の暑熱環境の実態調査と 
領域気象モデルWRFを用いた予測実験

―物理モデルと水平解像度に伴う予測結果の不確実性の検討―

髙根雄也＊・日下博幸＊＊・髙木美彩＊・岡田　牧＊・阿部紫織＊・ 
永井　徹＊＊＊・冨士友紀乃＊＊＊・飯塚　悟＊＊＊＊ 

（＊筑波大学大学院生，＊＊筑波大学生命環境科学研究科計算科学研究センター， 

＊＊＊多治見市役所環境課，＊＊＊＊名古屋大学環境学研究科）

これまで調査されてこなかった岐阜県多治見市と愛知県春日井市の暑熱環境の実態を明らかにするため，
2010 年 8 月の晴天日に，両市の 15 地点に気温計を，2地点にアスマン通風乾湿計と黒球温度計をそれぞれ設
置し，両市の気温と湿球黒球温度WBGTの実態を調査した．次に，領域気象モデルWRFを用いて気温と
WBGTの予測実験を行い，これらの予測に対するWRFモデルの有用性を確認した．最後に，WRFモデルの
物理モデルと水平解像度の選択に伴うWBGT予測結果の不確実性の大きさを相互比較するために，物理モデ
ルと水平解像度の感度実験を行った．その結果，選択した物理モデルによって予測値が日中平均で最大 8.4°C
異なること，特に地表面モデル SLABは観測値の過大評価（6.8°C）をもたらすことが確認された．一方，水平
解像度が3 km以下の場合，WBGTの予測値の解像度依存性は日中平均で最大0.5°Cと非常に小さいことが確認
された．
キーワード：猛暑，湿球黒球温度（WBGT），予測実験，岐阜県多治見市

I　は じ め に

近年，日本の夏季の日最高気温は上昇傾向にある

（藤部 2004； Fujibe 2009, 2011）．2010 年の夏季

（6～8月）は日本全国で猛暑（気象庁 2010）とな

り，名古屋都市圏に位置する岐阜県多治見市（図 1）

では猛暑日（日最高気温が 35°C以上の日）が 38 回

あった．

多治見市の猛暑に関連する数値シミュレーション

による研究として小出ほか（2008）や気象庁（2009）

がある．小出ほか（2008）は，気象庁非静力学モ

デル（Non-Hydrostatic Model; NHM）を用いて，
2007 年 8月 16日に発生した日最高気温 40.9°Cの猛

暑の再現実験を試みた．気象庁（2009）は，2007 年

8月16日における濃尾平野の気温上昇に対する都市

化の影響の評価を試みた．しかしながら，小出ほか

（2008）と気象庁（2009）が実施した数値シミュレー

ションは，観測された 40.9°Cを 4°C近く過小評価し

ているなど現象を十分に再現していなかった．多治

見市の猛暑の実態を調査した研究としては，大和田

ほか（2010）がある．大和田ほか（2010）は 2008 年

8 月 3 日に多治見市で気温の移動観測と定点観測を

行い，多治見市の中心市街地を中心に同心円状の高

温域が現れたことを報告している．しかしながら，

観測期間はある特定の 1日間である．多治見市の気

温分布の実態を把握するためには，さらなる調査の

積み重ねが必要である．

後述する多治見市以外の地域においては，猛暑

発生時の熱環境の実態，予測，形成メカニズムの

解明に向けた調査・研究（たとえば，Kusaka et 

al. 2000; Liu et al. 2006; Miao et al. 2009; 渡来ほ
か 2009； Grossman-Clarke et al. 2010; Takane 
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Foehnlike Wind with a Traditional Foehn Effect plus Dry-Diabatic Heating from the
Ground Surface Contributing to High Temperatures at the End of a Leeward Area
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ABSTRACT

A foehn wind is an important factor in the occurrence of many extreme high-temperature events in geo-
graphically complex regions. In this study, the authors verified the hypothesis that a foehnlike wind con-
tributes to high temperatures at the end of the leeward (eastward) area using three difference approaches:
field experiments, numerical experiments, and statistical analyses. According to the hypothesis, a foehnlike
wind has the features of the sum of a traditional foehn effect with adiabatic heating, plus dry-diabatic heating
from the ground surface along the fetch of the wind. Field experiments conducted at seven observational
points on Nobi Plain, Japan, where a mesoscale westerly wind blew, revealed that the westerly wind clearly
had the features of a traditional foehn effect in the western part of the Nobi Plain. In addition to field
experiments, a simplified estimate using a simple mixed-layer model demonstrated that the wind was further
heated by dry-diabatic heating (sensible heat supply) from the ground surface along the fetch (especially in
urbanized areas in the eastern region of the Nobi Plain) of the wind. This diabatic heating effect along the
fetch of thewind on the high temperature at the end of the leeward area was also supported by both additional
numerical experiments and a statistical analysis. These results proved that the hypothesis is correct and in-
dicated that ground conditions and the land use and land cover in the windward area were strongly related to
air temperature at the end of the leeward area, where an extremely high temperature was observed.

1. Introduction

Extreme high-temperature (EHT) events, including
heat waves relating to climate change, have recently
occurred frequently in many parts in the world (e.g.,
IPCC 2013), such as the European heat wave in the
summer of 2003 and the EHTs of over 508C observed in
India during June 2016.
EHT events are triggered not only by global and

synoptic factors (e.g., Schär et al. 2004; Chase et al. 2006;
Black et al. 2004; Fink et al. 2004), but also by meso- and
microscale factors. With regard to mesoscale factors,

EHT events in geographically simple regions, such as an
urban area on a large flat region, can be induced by the
urban heat island (UHI) effect (e.g., Grossman-Clarke
et al. 2010; Li and Bou-Zeid 2013). However, in geo-
graphically complex regions, including near complex
terrain, basins, seas, and urban areas, EHTs are influ-
enced by many factors, such as UHI, foehn winds, basin
effects (including thermally induced local circulations,
e.g., valley wind), and sea breezes (e.g., Takane et al.
2017). A foehnwind is one of the dominant factors in the
occurrence of many EHT events in geographically
complex regions (Takane and Kusaka 2011; Takane
et al. 2013, 2014, 2015; Mori and Sato 2014; Chen and Lu
2016). For example, Takane et al. (2013) indicated that
airflow over a mountain with the foehn effect contrib-
uted to high-temperature events occurring in the
Osaka–Kyoto region when synoptic-scale wind flowed

h Current affiliation: Graduate School of Life and Environmen-
tal Sciences, University of Tsukuba, Tsukuba, Japan.

Corresponding author: Yuya Takane, takane.yuya@aist.go.jp.
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Policy (www.ametsoc.org/PUBSReuseLicenses).
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Increase in core
temperature at 30 min
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1.　は じ め に

近年，気候変動に関連し世界中で猛暑（熱波）が頻
発している 1）．例えば，2003年の夏にはヨーロッパ
で熱波が発生し，世界保健機関（WHO: World Health 
Organization）2）によるとその影響による死者はフラ
ンス，ポルトガル，イタリアだけでも 15 000人を超
えた 3）．また，2016年 6月にはインドで 50℃を超え
る熱波も発生した．IPCC1）によると今後も地球の平
均気温は上昇し，これら高温の発生数はさらに増加す
ると予測されている．
こうした傾向は国内でも例外ではない．上記の例と

は現象のスケールが異なるものの，国内でも過去に日
最高気温が 35℃以上となる地域スケール＊1の高温＊2

が頻繁に発生しており，これらの猛暑の日数は過去に
比べて上昇傾向にあることがわかっている 4）， 5）．こ
の上昇傾向の原因は主に気候変動と都市化だと考えら
れている．このような気温上昇傾向の中，2007年 8
月 16日には埼玉県熊谷市と岐阜県多治見市において，
ともに当時の日最高気温の記録を 74年ぶりに更新す
る 40.9℃を観測した．また，2013年には高知県四万
十市でこれらの最高気温の記録をさらに更新する
41.0℃が観測された（表 1）．これら国内の記録的な
猛暑に関しては社会的関心も高く，猛暑が発生した場
合には連日のように報道される．世間では猛暑の発生
要因についてさまざま言及されるが，その言及された
要因についてこれまであまり科学的に根拠のある説明
はなされてこなかった．しかし近年，観測データの充

実や領域気象モデルの普及に伴い詳細な解析が行われ
るようになり，徐々にその要因が明らかになりつつあ
る．
本稿では，日本において地域スケールで発生した高
温に関して，著者らがその特徴を調べた結果を中心
に，その結果を解説する．第 2章では，記録的な猛暑
の特徴を国内でも暑い町として知られている埼玉県熊
谷市と岐阜県多治見市を例に解説する．第 3章では，
日本の都市圏における猛暑の将来予測の結果について
解説する．熊谷市や多治見市等で発生する猛暑の特徴
は必ずしもそのまま世界で発生する猛暑に適用できる
結果ではない上，本解説は主に理学的視点に基づくも
のではあるが，著者の専門と紙面の都合を考慮した結
果であることをご了承いただきたい．国内では注目度
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　近年，気候変動に関連し世界中で猛暑が頻発しており，これらの猛暑の発生頻度は今後ますます増加す
ると予測されている．猛暑は人間健康や電力需要，農業等へ悪影響をもたらすため，これらの具体的な対
策を立てる必要がある．そのためには猛暑の特徴を理解することが望ましい．そこで本稿では近年国内で
発生した地域スケールの猛暑の特徴について解説する．
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＊1 例えば関東平野のようにある地域に限定される現象のス
ケールのことを指す．気象学では概ねメソスケールに相当
する．

＊ 2 本稿ではこの高温のことを単に猛暑と呼び，明確に定義し
ないが，気象庁が定義している猛暑日（日最高気温が 35℃
以上の日）のような高温だとイメージしていただいて差し支
えない．
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表 1　  日最高気温の国内歴代ランキング（2017 年 10 月現在、
気象庁HPより作成）

順位 都道府県・地点 観測値 年月日
1 高知県・江川崎 41.0℃ 2013 年 8 月 12 日
2 埼玉県・熊谷 40.9℃ 2007 年 8 月 16 日
〃 岐阜県・多治見 40.9℃ 2007 年 8 月 16 日
4 山形県・山形 40.8℃ 1933 年 7 月 25 日
5 山梨県・甲府 40.7℃ 2013 年 8 月 10 日
6 和歌山県・かつらぎ 40.6℃ 1994 年 8 月 8 日
〃 静岡県・天竜 40.6℃ 1994 年 8 月 4 日
8 山梨県・勝沼 40.5℃ 2013 年 8 月 10 日
9 埼玉県・越谷 40.4℃ 2007 年 8 月 16 日
10 群馬県・館林 40.3℃ 2007 年 8 月 16 日
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